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中野方地域協議会／移住定住委員会おんさいなかのほう委員(2026.4～）
委員長 柘植昭男 澤村明都 伊藤 勝 柘植末光 田口哲雄 鷲見典幸 長谷川清 柘植豊生 若杉佳苗（池戸建設）
市議 林貴光 ／編集委員 長江賢太郎 大江純恵

〒509-8231 岐阜県恵那市中野方町1802-1中野方振興事務所内 TEL080-3344-5756(中野方地域協議会)／FAX0573－23－2073

なかのほうの情報はこちらから➤

InstagramFacebook HP

農ある暮らしで、自分の人生をつくり直す半年間。
 名古屋からも通える“ほどよい田舎”中野方で、土に触れ、
 季節とともに暮らす感覚を取り戻す半年講座が始まりました。

  野菜やお米を少し育ててみる。地域の人と自然につながる。
  家族が暮らせるなりわいを考える。移住のお金のリアルにも触れる。
  著名な講師のお話を聞き、農ある暮らしの実践者や仲間と出会いな
がら、「自分らしい移住や生き方」の形をデザインしていきます。

  開催日：8月2日（日）、10月18日（日）、12月１３日（日）
  参加費：10,000円（一日だけの参加 3,500円）

  “いつか田舎で暮らしたい”を、今年こそ動かしてみませんか。     詳細はこちらから

第１回目は澁澤寿一氏さんと意見交換
する

ライフシフトえな 2026 レポート

たつひこ

ご主人のご両親を見送られたことを機に、由美さんの

ご出身である岐阜への移住を決められた田島さんご夫

婦。将来は妹さんとの同居も予定されているそうです。

「ご近所の皆さんが本当に親切で、玄関に野菜が置い

てあることもあり、気にかけてくださり、ありがたいで

す。」とのこと。 ご近所さんとの温かな交流が、ここでの

暮らしを支えてくれています。

今後は、キャンプや低山登り、カヌー、家庭菜園などの

趣味を楽しみながら、“なんでもない日常の豊かさ”を

味わっていきたいとのこと。

夜空を見上げれば満天の星。

「いわき（福島県いわき市）では見られなかった星空に

感動しました。自然も人との

距離感も心地よく、とても暮

らしやすい場所です。」 

こちらに移住して本当に良

かったと思っています。

どうぞよろしくお願いします。

細井さんは、トラックドライバーとして働きながら、３年

ほど前から大江さん（10区）の農業に興味を持ち、手伝

うために中野方へ通っていました。もともと田舎の暮ら

しに興味があり、今回の移住をとても楽しみにしていた

そうです。

名古屋出身ですが、子どもの頃は森林や田畑に囲ま

れた環境で育ち、「また自然の中で暮らしたい」という思

いが、移住の大きな後押しになりました。

これからは、自分の生活を支えられるくらいの農作物

を育てて、ゆくゆくは誰かに届けられるようになれたら

…と話しています。

また、学生時代から続けている音楽や映像づくりにも、

この地でゆっくり取り組んで

いきたいとのこと。

 まだ引っ越してきたばかりで、

分からないことも多いそうで

すが、「どうぞよろしくお願い

します。」とのことです。

田島龍弥さん、由美さん
移住しま
した（5区） 細井耕志さん

移住しま
した（2区）

『お子さんお孫さん』Uターンにお得な制度情報！
都会から地方へのUターンが増えている昨今、県や市の移住に関する各種

助成金などのメニューも増えています。東京圏からの移住支援は特に手厚
いので帰省される際に、お子さん・お孫さんにご紹介ください。

東京圏からの移住支援金情報
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